

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































馬 馬 馬 馬
馬 馬 馬 馬
馬 馬 …………
駅丁 駅丁 駅丁
※馬は駅の置かれる道の等級により配備
　都亭駅 75匹、一等 60匹…
※駅丁は駅馬３匹につき１丁の割合
　都亭駅 25丁、一等 20丁…
諸府（官馬）
州県（伝送馬）
 駅　（駅馬）
※官馬と伝送馬の一元的な管理（検簡・補充・貨売・購入財源）
※伝送馬と駅馬の一体的な運用（供給財源・供給施設）
⇒利用規定は別（伝送馬：厩牧令、駅馬：公式令）
図３　駅馬の飼養・管理模式図
図 4　官馬・伝送馬・駅馬の管理・運用模式図
1（　　唐代厩牧令の復原からみる唐代の交通体系　　河野
れ
て
お
り
、
駅
使
の
供
給
施
設
は
駅
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
伝
送
馬
の
移
動
に
お
け
る
供
給
施
設
も
駅
で
あ
り
、
駅
が
置
か
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
州
県
で
供
給
さ
れ
て
い
た
。
駅
馬
・
伝
送
馬
の
財
源
は
州
県
の
負
担
で
あ
り
、
そ
の
点
で
一
体
的
な
運
用
が
可
能
で
あ
っ
た
。
以
上
を
簡
単
に
図
示
す
る
と
【
図
４
】
の
よ
う
に
な
る
。
三　
復
原
唐
令
に
み
る
伝
送
制
と
駅
制
の
相
違
（
1
）
北
宋
厩
牧
令
九
条
か
ら
の
唐
令
復
原
に
み
る
駅
馬
と
伝
送
馬
の
相
違
こ
れ
ま
で
は
主
に
馬
の
配
備
、
伝
送
馬
と
駅
馬
の
飼
養
と
管
理
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
次
に
出
使
者
に
対
す
る
馬
の
支
給
規
定
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
北
宋
の
令
文
を
掲
げ
る
。
史
料
（
『
天
聖
令
校
証
』
厩
牧
令　
宋
令
九
条
諸
応
下
給
二
逓
馬
一
出
使
上
者
、
使
相
給
二
馬
十
匹
一
、
節
度
観
察
等
使
翰
林
学
士
各
給
二
五
疋
一
、
枢
密
直
学
士
至
知
制
誥
防
禦
四
方
館
閤
門
等
使
各
四
疋
、
員
外
郎
以
上
三
院
御
史
及
帯
館
閤
省
職
京
朝
官
武
臣
帯
閣
門
祗
候
以
上
各
二
匹
、
太
常
博
士
以
下
並
三
班
使
臣
各
一
匹
。
尚
書
侍
郎
卿
監
諸
将
軍
及
内
臣
奉
史
宣
召
、
不
レ
限
二
匹
数
多
少
一
、
臨
時
聴
レ
旨
。
其
馬
逐
レ
鋪
交
替
。
無
二
逓
馬
一
処
、
即
於
二
所
レ
過
州
県
一
、
差
二
私
馬
一
充
、
転
相
給
替
。
こ
の
条
文
に
は
逓
馬
を
利
用
し
て
出
使
す
る
際
、
官
職
に
応
じ
て
逓
馬
を
支
給
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
逓
馬
と
は
東洋文化研究 19 号　　1（
逓
鋪
に
置
か
れ
た
馬
の
こ
と
で
、
唐
後
半
期
に
駅
制
が
廃
れ
る
な
か
で
登
場
し
、
主
に
文
書
伝
達
を
担
い
、
宋
代
に
入
る
と
駅
と
共
に
公
用
交
通
の
基
幹
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る（11
（
。
宋
代
の
逓
鋪
に
は
徒
歩
に
よ
る
も
の
以
外
に
馬
を
用
い
る
馬
鋪
も
あ
っ
た
。
馬
鋪
は
駅
間
よ
り
も
短
い
区
間
に
設
置
さ
れ
て
馬
を
交
換
し
、
供
給
を
受
け
る
場
所
で
あ
っ
て
同
じ
く
供
給
施
設
で
あ
る
駅
は
宿
泊
の
場
所
と
し
て
の
意
味
合
い
を
強
く
し
て
い
っ
た
。
宋
代
の
逓
馬
が
唐
代
の
駅
制
も
し
く
は
伝
送
制
ど
ち
ら
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
個
の
も
の
で
あ
る
の
か
一
概
に
は
言
え
ず
、
こ
の
条
文
か
ら
は
唐
令
を
復
原
す
る
際
に
「
逓
馬
」
が
駅
馬
な
の
か
、
伝
送
馬
な
の
か
、
そ
れ
と
も
両
方
を
指
し
て
い
る
の
か
、
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
『
天
聖
令
校
証
』
の
厩
牧
令
復
原
研
究
を
担
当
し
た
宋
家
鈺
氏
は
、
当
該
条
文
を
『
唐
令
拾
遺
』
が
唐
令
復
原
の
根
拠
と
し
て
い
た
史
料
（
の
『
唐
律
疏
議
』
と
史
料
（
の
『
資
治
通
鑑
』
の
注
か
ら
史
料
（
の
条
文
を
復
原
し
、
駅
馬
と
伝
送
馬
の
支
給
規
定
で
あ
る
と
し
た
。
史
料
（
『
唐
律
疏
議
』
雑
律　
応
給
伝
送
剰
取
条
疏
議
応
レ
給
二
伝
送
一
、依
二
厩
牧
令
一
、官
爵
一
品
給
二
馬
八
疋
一
、嗣
王
郡
王
及
二
品
以
上
給
二
馬
六
疋
一
、三
品
以
下
、各
有
二
等
差
一
。
史
料
（
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
三　
垂
拱
二
年
（
六
八
六
）
三
月　
胡
三
省
注
唐
制
、
乗
レ
伝
日
四
駅
、
乗
レ
駅
日
六
駅
、
凡
給
レ
馬
者
、
一
品
八
匹
、
二
品
六
匹
、
三
品
五
匹
、
四
品
五
品
四
匹
、
六
品
三
匹
、
七
品
以
下
二
匹
。
給
二
伝
乗
一
者
、
一
品
十
馬
、
二
品
九
馬
、
三
品
八
馬
、
四
品
五
品
四
馬
、
六
品
七
品
二
馬
、
八
品
九
品
一
馬
。
三
品
已
上
勅
召
者
、
給
二
四
馬
一
、五
品
三
馬
、
六
品
已
下
有
レ
差
。
1（　　唐代厩牧令の復原からみる唐代の交通体系　　河野
史
料
（
『
天
聖
令
校
証
』
厩
牧
令　
復
原
四
十
一
条
諸
乗
レ
伝
日
四
駅
、
乗
レ
駅
日
六
駅
、
凡
給
レ
馬
者
、
官
爵
一
品
八
匹
、
嗣
王
郡
王
及
二
品
六
匹
、
三
品
五
匹
、
四
品
五
品
四
匹
、
六
品
三
匹
、
七
品
以
下
二
匹
。
給
二
伝
乗
一
者
、
一
品
十
馬
、
二
品
九
馬
、
三
品
八
馬
、
四
品
五
品
四
馬
、
六
品
七
品
二
馬
、
八
品
九
品
一
馬
。
三
品
已
上
勅
召
者
、
給
二
四
馬
一
、五
品
三
馬
、
六
品
已
下
有
レ
差
。〈
尚
書
侍
郎
卿
監
諸
衛
将
軍
及
内
臣
奉 
レ
使
宣
召
、
不
レ
限
二
匹
数
多
少
一
、
臨
時
聴
レ
旨
。〉
な
お
、
史
料
（
の
後
半
に
あ
る
傍
線
部
は
、
日
本
令
（
公
使
乗
駅
条
）
と
の
比
較
か
ら
別
条
の
出
使
無
馬
私
馬
充
条
と
し
て
復
原
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
市
大
樹
氏
は
次
の
よ
う
な
復
原
案
を
提
起
し
た（11
（
。
史
料
9　
市
大
樹
氏
に
よ
る
復
原
唐
厩
牧
令
四
十
一
条
諸
公
使
須
レ
乗
二
駅
及
伝
送
馬
一
者
、
乗
レ
伝
日
四
駅
、
乗
レ
駅
日
六
駅
、
給
二
伝
送
一
者
、
官
爵
一
品
八
疋
、
嗣
王
郡
王
及
二
品
六
疋
、
三
品
五
疋
、
四
品
五
品
四
疋
、
六
品
三
疋
、
七
品
以
下
二
疋
。
三
品
已
上
勅
召
者
、
給
二
四
疋
一
、五
品
三
疋
、
六
品
已
下
有
レ
差
。〈
尚
書
侍
郎
卿
監
諸
衛
将
軍
及
内
臣
奉
レ
使
宣
召
、
不
レ
限
二
疋
数
多
少
一
、
臨
時
聴
レ
旨
。〉
若
不
レ
足
者
、
即
以
二
私
馬
一
充
。
其
私
馬
因
レ
公
致
レ
死
者
、
官
為
二
酬
替
一
。
市
氏
は
当
該
条
文
を
伝
送
馬
の
支
給
規
定
と
し
、
駅
馬
の
支
給
は
公
式
令
に
規
定
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
直
線
部
分
の
よ
う
に
公
使
が
駅
馬
と
伝
送
馬
に
乗
る
際
の
行
程
の
目
安
と
し
て
「
乗
レ
伝
日
四
駅
、
乗
レ
駅
日
六
駅
」
の
部
分
を
復
原
し
、
破
線
で
示
東洋文化研究 19 号　　1（
し
た
後
半
部
分
も
宋
氏
と
は
異
な
り
、
同
一
条
文
と
し
て
復
原
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
唐
令
拾
遺
』
が
想
定
す
る
よ
う
に
伝
送
馬
の
支
給
は
厩
牧
令
に
規
定
さ
れ
、
駅
馬
の
支
給
は
公
式
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
同
一
条
文
内
に
伝
送
馬
と
駅
馬
の
記
述
が
あ
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、「
諸
公
使
須
レ
乗
二
駅
及
伝
送
馬
一
者
、 
乗
レ
伝
日
四
駅
、
乗
レ
駅
日
六
駅
」
の
部
分
は
復
原
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
宋
氏
は
史
料
（
の
冒
頭
に
あ
る
「
唐
制
」
の
「
給
伝
乗
」
部
分
を
式
文
と
想
定
し
、「
給
馬
」
部
分
を
伝
送
馬
と
し
て
、
史
料
（
の
厩
牧
令
の
引
文
と
組
み
合
わ
せ
て
改
め
て
唐
令
を
復
原
、「
尚
書
侍
郎
」
以
下
も
令
文
か
ら
外
し
て
、
次
の
よ
う
な
伝
送
馬
の
給
付
数
規
定
と
し
た（11
（
。
史
料
10　
宋
家
鈺
氏
に
よ
る
復
原
唐
厩
牧
令
四
十
一
条
諸
給
二
伝
送
馬
一
者
、
官
爵
一
品
、
給
二
馬
八
匹
一
、
嗣
王
郡
王
及
二
品
以
上
、
給
二
馬
六
匹
一
、三
品
、
給
二
馬
五
匹
一
、四
品
五
品
、
給
二
馬
四
匹
一
、六
品
、
給
二
馬
三
匹
一
、七
品
以
下
、
給
二
馬
二
匹
一
。
後
述
す
る
よ
う
に
駅
馬
の
支
給
規
定
が
公
式
令
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宋
氏
の
復
原
案
は
首
肯
で
き
る
。
た
だ
し
、
も
う
一
つ
問
題
に
な
る
の
が
、宋
令
九
条
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
宋
氏
は
『
令
集
解
』
厩
牧
令
公
使
乗
駅
条
の
「
凡
公
使
須
乗
二
駅
及
伝
馬
一
。
若
不
レ
足
者
。
即
以
二
私
馬
一
充
。
其
私
馬
因
二
公
使
一
致
レ
死
者
。
官
為
二
酬
替
一
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
文
の
出
使
無
馬
私
馬
充
条
を
復
原
し
て
い
る
。
し
か
し
、宋
令
九
条
か
ら
の
復
原
が
伝
送
馬
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、駅
馬
に
関
す
る
文
言
を
削
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
「
凡
公
使
須
乗
二
駅
及
伝
馬
一
」
と
い
う
文
言
は
そ
の
ま
ま
復
原
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
侯
振
兵
氏
は
市
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、
宋
令
九
条
を
一
条
と
し
て
復
原
し
、
後
半
部
分
を
伝
送
馬
不
足
の
際
の
1（　　唐代厩牧令の復原からみる唐代の交通体系　　河野
補
足
規
定
と
し
て
い
る（11
（
。
筆
者
も
侯
氏
の
よ
う
に
当
該
箇
所
を
伝
送
馬
不
足
の
際
の
補
足
規
定
だ
と
考
え
る（11
（
。
つ
ぎ
に
唐
令
復
原
四
十
一
条
か
ら
除
か
れ
た
「
乗
レ
伝
日
四
駅
、
乗
レ
駅
日
六
駅
」
の
文
言
は
唐
令
と
し
て
復
原
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
論
じ
る
前
に
駅
馬
の
支
給
規
定
を
見
て
み
た
い
。
史
料
11
『
唐
律
疏
議
』
職
制
律　
増
乗
駅
馬
条
疏
議
依
二
公
式
令
一
、
給
レ
駅
、
職
事
三
品
以
上
、
若
王
四
疋
。
四
品
及
国
公
以
上
三
疋
。
五
品
及
爵
三
品
以
上
二
疋
。
散
官
前
官
各
逓
二
減
職
事
官
一
疋
一
。
餘
官
爵
及
無
品
人
各
一
疋
。
皆
数
外
別
給
二
駅
子
一
。
此
外
須
レ
将
二
典
吏
一
者
、
臨
時
量
給
。
『
唐
令
拾
遺
』
は
史
料
11
な
ど
か
ら
、
駅
馬
の
給
付
規
定
は
公
式
令
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
史
料
（
で
は
伝
送
馬
に
関
し
て
の
み
規
定
し
て
お
り
、
史
料
11
で
は
駅
馬
に
関
し
て
の
み
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
斟
酌
す
れ
ば
、
唐
令
で
は
駅
馬
と
伝
送
馬
の
支
給
規
定
は
別
の
編
目
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
乗
レ
伝
日
四
駅
、乗
レ
駅
日
六
駅
」
の
文
言
は
『
新
唐
書
』
に
も
同
様
の
文
言
が
見
え
て
お
り（11
（
、『
資
治
通
鑑
』
に
載
せ
ら
れ
た
「
唐
制
」
に
は
何
ら
か
の
根
拠
を
想
定
し
う
る
。
前
掲
し
た
『
唐
律
疏
議
』
職
制
律
諸
駅
使
稽
程
条
の
疏
議
に
は
、
駅
馬
を
給
付
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
符
契
に
は
駅
数
を
注
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
日
の
行
程
の
目
安
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
唐
会
要
』
に
は
「
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
五
月
二
日
。
伝
に
乗
る
の
人
、
使
事
閑
緩
な
ら
ば
、
日
ご
と
に
四
駅
を
過
ぎ
る
こ
と
を
得
ざ
れ（1（
（
」
と
あ
り
、
伝
に
よ
る
移
動
の
場
合
は
四
駅
を
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
と
の
勅
が
出
さ
れ
て
い
る
。
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史
料
12
『
令
義
解
』
公
式
令　
給
駅
伝
馬
条
凡
給
二
駅
伝
馬
一
。
皆
依
二
鈴
伝
符
剋
数
一
。〈
事
速
者
。
一
日
十
駅
以
上
。
事
緩
者
八
駅
。
還
日
事
緩
者
。
六
駅
以
下
。〉
日
本
令
で
は
駅
使
の
一
日
の
進
む
べ
き
駅
数
が
公
式
令
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
唐
公
式
令
に
も
目
安
と
な
る
駅
数
が
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（11
（
。
日
本
令
で
は
駅
馬
と
伝
馬
の
支
給
規
定
が
同
じ
公
式
令
に
あ
り
、
唐
令
と
は
異
な
り
駅
制
と
伝
制
が
一
体
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
は
別
に
論
じ
る
と
し
て
、
唐
の
法
規
定
上
で
は
駅
制
と
伝
送
制
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
馬
の
支
給
規
定
な
ど
は
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
不
行
唐
令
二
十
六
条
に
あ
る
よ
う
に
、
駅
使
も
伝
送
使
も
駅
を
基
本
の
供
給
施
設
と
し
て
お
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
運
用
に
お
け
る
一
体
性
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
2
）
北
宋
厩
牧
令
十
二
条
か
ら
の
唐
令
復
原
北
宋
時
代
の
逓
馬
利
用
に
つ
い
て
規
定
し
た
宋
令
九
条
は
、唐
令
で
は
伝
送
馬
を
支
給
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
が
復
原
で
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
交
通
に
関
わ
る
宋
令
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
宋
令
十
五
条
は
駅
に
藁
を
支
給
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
関
連
史
料
が
少
な
く
、
日
本
令
に
も
対
応
条
文
が
な
い
た
め
復
原
が
難
し
い（11
（
。
宋
令
十
一
条
は
『
唐
令
拾
遺
』
が
復
原
の
根
拠
と
す
る
『
唐
六
典
』
の
水
駅
規
定（11
（
と
字
句
が
近
似
し
て
お
り
、
養
老
令
に
も
対
応
す
る
水
駅
条（11
（
の
条
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
の
水
駅
設
置
規
定
と
し
て
復
原
さ
れ
て
い
る（11
（
。
問
題
と
な
る
の
は
宋
令
十
二
条
で
あ
る
。
以
下
に
本
文
を
掲
げ
る
。
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史
料
1（
『
天
聖
令
校
証
』
厩
牧
令　
宋
令
十
二
条
諸
乗
レ
逓
、
給
三
借
二
差
私
馬
一
応
下
至
二
前
所
一
替
換
上
者
、
並
不
レ
得
二
騰
過
一
。
其
無
レ
馬
之
処
、
不
レ
用
二
此
令
一
。
宋
氏
は
史
料
1（
の
日
本
令
が
こ
の
条
文
に
対
応
す
る
と
し
て
、
史
料
1（
の
よ
う
な
唐
令
を
復
原
し
て
い
る（11
（
。
史
料
1（
『
令
義
解
』
厩
牧
令　
乗
駅
条
凡
乗
二
駅
及
伝
馬
一
。
応
下
至
二
前
所
一
替
換
上
者
。
並
不
レ
得
二
騰
過
一
。
其
無
レ
馬
之
処
。
不
レ
用
二
此
令
一
。
史
料
1（
『
天
聖
令
校
証
』
厩
牧
令　
復
原
三
十
七
条
諸
乗
二
駅
及
伝
送
馬
驢
一
、
応
下
至
二
前
所
一
替
換
上
者
、
並
不
レ
得
二
騰
過
一
。
其
無
二
馬
驢
一
之
処
、
不
レ
用
二
此
令
一
。
こ
の
条
文
で
は
駅
馬
お
よ
び
伝
送
馬
・
驢
に
乗
る
際
、
馬
や
驢
馬
を
交
換
す
べ
き
地
点
に
到
着
し
た
ら
必
ず
馬
・
驢
馬
を
交
換
す
る
こ
と
を
規
定
し
、も
し
馬
・
驢
馬
が
出
払
っ
て
駅
に
い
な
い
場
合
は
交
換
し
な
く
て
も
良
い
と
す
る
。
こ
の
条
文
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
「
逓
馬
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
駅
及
伝
送
馬
驢
」
と
復
原
す
る
の
に
は
従
え
な
い
。
宋
令
九
条
の
復
原
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
宋
代
の
逓
馬
を
そ
の
ま
ま
唐
代
の
伝
送
馬
も
し
く
は
駅
馬
と
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
厩
牧
令
の
な
か
で
駅
馬
と
伝
送
馬
が
共
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
日
本
令
と
は
編
成
原
理
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
前
の
条
文
で
あ
る
宋
令
十
一
条
が
水
駅
の
規
定
で
あ
り
、
後
に
論
ず
る
条
文
排
列
か
ら
考
え
る
と
、
当
該
条
文
は
駅
馬
に
つ
い
て
規
定
し
た
条
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
直
接
的
に
示
す
史
料
は
な
い
が
、
次
に
掲
げ
る
『
唐
律
疏
議
』
の
記
述
が
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。
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史
料
1（
『
唐
律
疏
議
』
職
制
律　
乗
駅
枉
道
条
諸
乗
二
駅
馬
一
輒
枉
レ
道
者
、
一
里
杖
一
百
、五
里
加
二
一
等
一
、
罪
止
徒
二
年
。
越
至
二
他
所
一
者
、
各
加
二
一
等
一
。
謂
レ
越
二
過
所
レ
詣
之
処
一
。
経
レ
駅
不
レ
換
レ
馬
者
、
杖
八
十
。
無
レ
馬
者
、
不
レ
坐
。
疏
議
曰
、
乗
二
駅
馬
一
者
、
皆
依
二
駅
路
一
而
向
二
前
駅
一
。
若
不
レ
依
二
駅
路
一
別
行
、
是
為
レ
枉
レ
道
。
越
至
二
他
所
一
者
、
注
云
、
謂
レ
越
二
過
所
レ
詣
之
処
一
、
仮
如
従
レ
京
使
向
二
洛
州
一
、
無
レ
故
輒
過
二
洛
州
一
以
東
、
即
計
レ
里
加
二
枉
レ
道
一
等
一
。
経 
レ
駅
不
レ
換
レ
馬
、
至
二
所
レ
経
之
駅
一
、
若
不
レ
換
レ
馬
者
、
杖
八
十
。
因
而
致
レ
死
、
依
二
厩
牧
令
一
、
乗
二
官
畜
産
一
、
非
理
致
レ
死
者
備
償
。
無
レ
馬
者
不
レ
坐
、
謂
下
在
レ
駅
無
レ
馬
、
越
過
者
無
上
レ
罪
、
因
而
致
レ
死
者
不
レ
償
。
問
曰
、
仮
有
下
使
人
乗
二
駅
馬
一
枉
レ
道
五
里
、
経
過
反
覆
上
、
往
来
便
経
二
十
里
一
、
如
レ
此
犯
者
、
従
レ
何
科
断
。
答
曰
、
律
云
レ
枉
レ
道
、
本
慮
二
馬
労
一
、
又
恐
二
行
遅
於
レ
事
稽
廃
一
。
既
有
二
往
来
之
理
一
、
亦
計
二
十
里
一
科
論
。
史
料
1（
で
は
駅
使
が
正
し
い
経
路
で
進
ま
な
か
っ
た
場
合
の
罪
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
経
過
す
る
駅
で
馬
を
交
換
し
な
か
っ
た
時
の
罪
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
傍
線
を
付
し
た
律
本
文
の
最
後
に
「
馬
無
き
は
、
坐
さ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
駅
に
交
換
す
べ
き
馬
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
罪
に
問
わ
れ
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
律
の
目
的
は
最
後
の
問
答
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
馬
労
」
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
緊
急
大
事
の
情
報
伝
達
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
馬
を
交
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
宋
令
十
二
条
は
駅
制
に
関
す
る
規
定
だ
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
唐
令
を
復
原
す
る
な
ら
ば
「
諸
乗
二
駅
馬
一
、
応
下
至
二
前
所
一
替
換
上
者
、
並
不
レ
得
二
騰
過
一
。
其
無
馬
之
処
、
不
レ
用
二
此
令
一
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
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（
（
）
厩
牧
令
の
復
原
か
ら
み
た
唐
代
の
交
通
体
系
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
唐
代
の
厩
牧
令
復
原
か
ら
唐
代
の
伝
送
制
と
駅
制
の
特
質
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
伝
送
制
は
要
路
の
州
県
に
配
備
さ
れ
た
伝
送
馬
を
基
幹
と
す
る
交
通
で
あ
り
、
伝
送
馬
主
に
馬
を
飼
養
さ
せ
、
彼
ら
を
上
番
さ
せ
る
こ
と
で
州
県
の
逓
送
業
務
に
対
応
し
、
伝
送
馬
に
不
足
が
あ
る
時
に
は
私
馬
を
徴
発
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
伝
送
馬
は
折
衝
府
の
官
馬
と
一
元
的
な
管
理
が
さ
れ
る
一
方
、
移
動
中
の
供
給
は
駅
で
な
さ
れ
駅
馬
と
の
一
体
的
な
運
用
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
駅
制
は
要
路
に
設
置
さ
れ
た
駅
に
配
備
さ
れ
た
駅
馬
を
用
い
る
交
通
で
あ
り
、
駅
に
は
駅
長
の
管
理
の
も
と
規
定
数
の
駅
馬
が
置
か
れ
、
駅
丁
を
上
番
さ
せ
て
駅
馬
を
飼
養
さ
せ
る
こ
と
で
緊
急
の
情
報
伝
達
に
対
応
さ
せ
て
い
た
。
伝
送
馬
も
駅
馬
も
折
衝
府
の
官
馬
か
ら
配
備
さ
れ
る
が
、駅
馬
は
伝
送
馬
の
よ
う
に
官
馬
と
の
一
元
的
な
管
理
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
相
対
的
に
独
立
し
て
管
理
さ
れ
た
。
駅
制
は
国
都
と
州
府
、
ま
た
は
軍
府
を
結
ぶ
緊
急
情
報
・
軍
事
情
報
の
伝
達
網
で
あ
り
、『
唐
律
疏
議
』
に
駅
使
に
関
す
る
罰
則
規
定
が
数
多
く
あ
る
よ
う
に
そ
の
使
用
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
駅
馬
の
利
用
に
は
銅
龍
伝
符
も
し
く
は
紙
券
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
皇
帝
権
力
の
象
徴
（
ミ
シ
ル
シ
）
で
あ
り
、
駅
馬
の
支
給
規
定
は
公
式
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
公
式
令
は
公
文
書
の
様
式
や
作
成
の
諸
規
定
、
官
人
の
秩
序
、
印
璽
の
管
理
運
用
な
ど
を
定
め
た
編
目
で
あ
り
、
そ
の
た
め
緊
急
時
の
文
書
の
伝
達
を
担
当
す
る
駅
制
も
こ
の
な
か
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
駅
馬
の
利
用
に
銅
龍
伝
符
と
い
う
皇
帝
権
力
の
象
徴
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
、
荒
川
氏
は
皇
帝
と
各
州
県
と
の
間
の
政
治
的
な
従
属
関
係
を
可
視
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
州
県
は
駅
馬
・
駅
を
維
持
管
理
し
駅
使
に
供
給
す
る
こ
と
が
義
務
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（11
（
。
そ
れ
に
対
し
て
伝
送
制
は
州
府
内
を
中
心
と
し
た
日
常
の
交
通
を
担
っ
て
お
り
、
逓
牒
と
い
う
州
で
通
常
使
用
さ
れ
る
文
書
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た（11
（
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
荒
川
氏
は
中
国
社
会
の
基
層
的
行
政
単
位
で
あ
る
「
県
」
を
基
盤
と
し
た
交
通
機
能
で
あ
り
、
漢
代
か
ら
形
を
変
え
て
存
在
す
る
地
域
社
会
の
交
通
機
能
「
伝
」
を
制
度
的
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
伝
送
制
と
は
伝
送
・
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逓
送
の
際
に
は
逓
牒
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
徴
発
さ
れ
る
交
通
機
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（11
（
。
伝
送
馬
が
ど
の
よ
う
な
時
に
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
示
す
明
確
な
規
定
は
無
い
。
た
だ
し
、
不
行
唐
令
三
十
五
条
の
「
伝
送
馬
差
給
条
」
に
伝
送
馬
の
利
用
規
定
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
条
文
で
は
諸
州
で
令
・
式
の
規
定
以
外
に
伝
送
馬
の
利
用
を
禁
止
す
る
こ
と
、
蕃
客
や
献
物
を
伝
送
す
る
際
に
伝
送
馬
を
支
給
す
る
こ
と
、
桂
州
・
広
州
・
交
州
の
三
府
派
遣
使
へ
の
伝
馬
を
支
給
す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
み
る
と
こ
れ
は
一
般
的
な
伝
送
馬
の
利
用
規
定
で
は
な
く
例
外
規
定
を
一
条
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
令
に
も
対
応
条
文
が
な
く
、
排
列
も
不
行
唐
令
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
法
規
定
に
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る（1（
（
。
駅
馬
の
支
給
規
定
は
公
式
令
に
、
伝
送
馬
の
支
給
規
定
は
厩
牧
令
に
あ
り
、
両
者
の
運
用
は
別
個
に
な
さ
れ
て
い
た
が
、
次
の
史
料
1（
の
よ
う
に
駅
使
で
あ
っ
て
も
緊
急
性
が
低
い
場
合
は
伝
送
馬
が
用
い
ら
れ
た
。
史
料
1（
『
唐
六
典
』
巻
八　
門
下
省　
給
侍
中
凡
発
レ
駅
遣
レ
使
、
則
審
二
其
事
宜
一
、
与
二
黄
門
侍
郎
一
給
レ
之
。
其
緩
者
給
レ
伝
、
即
不
レ
応
レ
給
、
罷
レ
之
。
公
使
の
移
動
が
駅
で
は
な
く
伝
送
に
よ
り
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
復
原
四
十
一
条
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
駅
馬
と
同
様
官
爵
に
応
じ
て
伝
送
馬
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
移
動
中
の
供
給
は
駅
使
と
同
じ
よ
う
に
駅
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
要
路
の
州
県
で
は
伝
送
使
に
対
応
す
る
た
め
に
伝
送
馬
・
驢
を
設
置
し
、
そ
の
伝
送
・
供
給
に
備
え
た
。
不
足
し
た
場
合
や
常
置
さ
れ
な
い
州
県
で
は
、
私
馬
を
徴
発
し
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（11
（
。
荒
川
氏
が
「
県
が
何
等
か
の
交
通
手
段
を
何
等
か
の
か
た
ち
で
確
保
し
て
い
た（11
（
」
と
述
べ
る
よ
う
に
交
通
量
の
多
い
重
要
な
地
域
に
は
伝
送
馬
が
設
置
さ
れ
公
使
の
伝
送
に
備
え
た
の
だ
ろ
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。
ま
た
、
駅
も
州
県
の
財
源
で
維
持
管
理
さ
れ
、
駅
使
・
伝
送
使
と
も
に
駅
を
供
給
施
設
と
す
る
た
め
、
駅
馬
と
伝
送
馬
は
一
体
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四　
復
原
唐
令
の
条
文
排
列
案
最
後
に
復
原
唐
令
の
条
文
排
列
を
試
み
た
い
。『
天
聖
令
校
証
』
で
は
、
養
老
令
（
お
よ
び
『
唐
令
拾
遺
』）
の
排
列
を
も
と
に
復
原
し
て
い
る（11
（
。
他
の
編
目
で
は
養
老
令
と
天
聖
令
中
の
宋
令
・
不
行
唐
令
の
条
文
排
列
に
大
き
な
差
は
無
い
が
、
厩
牧
令
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
養
老
令
で
は
厩
と
牧
に
関
す
る
条
文
群
、
駅
伝
制
に
関
す
る
条
文
群
、
闌
畜
の
処
理
な
ど
に
関
す
る
条
文
群
の
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
が
、
天
聖
令
で
は
駅
伝
制
に
関
す
る
条
文
が
二
箇
所
に
分
か
れ
て
い
る
（
後
掲
【
表
1
】
参
照
）。
宋
氏
は
養
老
令
に
準
拠
し
て
駅
伝
制
に
関
す
る
部
分
を
一
群
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
日
唐
の
駅
伝
制
、
特
に
唐
の
伝
送
制
と
日
本
の
伝
馬
制
に
は
隔
た
り
が
大
き
い
。
日
本
で
は
駅
馬
と
伝
馬
を
一
体
的
な
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の
日
唐
の
駅
伝
制
の
相
違
が
条
文
排
列
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（11
（
。
日
本
令
で
の
改
変
を
反
映
さ
せ
な
い
よ
う
に
唐
令
を
復
原
す
る
に
は
、
復
原
唐
令
の
内
容
に
よ
っ
て
排
列
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
宋
令
の
条
文
群
と
不
行
唐
令
の
条
文
群
の
排
列
順
序
は
、
唐
令
の
排
列
順
序
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
不
行
唐
令
の
排
列
を
で
き
る
だ
け
変
更
せ
ず
、
宋
代
に
入
っ
て
変
更
さ
れ
た
宋
令
を
内
容
に
よ
っ
て
適
宜
挿
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
厩
牧
令
の
条
文
構
成
は
そ
の
内
容
か
ら
、
官
畜
へ
の
支
給
規
定
、
官
畜
の
生
産
規
定
、
焼
印
の
規
定
、
厩
・
牧
の
規
定
、
官
馬
・
伝
送
馬
の
管
理
規
定
、
官
・
私
諸
畜
の
管
理
規
定
、
駅
制
の
規
定
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
条
文
を
排
列
し
直
し
た
の
が
【
表
2
】で
あ
る
。
№
1
〜
29
が
諸
官
畜
の
生
産
と
管
理
に
関
す
る
条
文
群
で
あ
り
、№
（0
〜
（0
が
官
馬
と
伝
送
馬
に
関
す
る
条
文
群
、
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№
（0
〜
（（
が
官
私
の
諸
畜
の
管
理
に
関
す
る
条
文
群
、
№
（（
〜
（（
が
駅
制
に
関
す
る
条
文
群
と
な
る（11
（
。
お
わ
り
に
天
聖
令
の
宋
令
・
不
行
唐
令
か
ら
唐
令
を
復
原
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
不
明
な
点
が
多
く
、
日
本
令
や
西
域
文
書
に
依
拠
し
て
き
た
唐
代
の
交
通
体
系
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
唐
代
の
交
通
体
系
の
な
か
で
具
体
的
な
規
定
が
み
ら
れ
ず
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
伝
送
馬
に
つ
い
て
、
法
規
定
か
ら
要
路
の
州
県
に
設
置
さ
れ
て
伝
送
を
担
う
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
伝
送
制
と
駅
制
と
は
編
成
原
理
が
異
な
り
、
馬
の
支
給
も
別
の
編
目
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
運
営
に
お
い
て
は
一
体
的
な
部
分
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
唐
代
の
交
通
体
系
を
復
原
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
古
代
日
本
の
律
令
制
下
の
交
通
体
系
と
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。
古
代
日
本
の
交
通
体
系
は
唐
代
と
比
べ
て
、
伝
馬
を
駅
馬
と
一
体
的
な
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
交
通
制
度
を
導
入
す
る
際
に
駅
制
と
伝
馬
制
を
同
じ
条
文
に
規
定
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
条
文
排
列
の
違
い
に
も
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
令
復
原
の
際
に
は
日
本
令
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
日
本
に
お
け
る
改
変
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
唐
令
を
復
原
し
、
そ
の
法
規
定
か
ら
駅
制
と
伝
送
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
運
用
情
況
や
日
本
令
と
の
比
較
な
ど
は
お
こ
な
え
な
か
っ
た
。
唐
代
の
交
通
制
度
の
実
態
や
変
遷
、
ま
た
は
日
本
の
駅
伝
制
と
の
比
較
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
そ
れ
ら
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
擱
く
。
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註（1
）  坂
本
太
郎
『
上
代
駅
制
の
研
究
』
至
文
堂
、
一
九
二
八
年
、
の
ち
『
坂
本
太
郎
著
作
集 
八 
古
代
の
道
と
駅
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
に
収
録
。
（
2
）  陳
沅
遠
「
唐
代
駅
制
考
」『
史
学
年
報
』
一
―
五
、一
九
三
三
年
。
（
（
）  青
山
定
雄
「
唐
代
の
駅
と
郵
及
び
進
奏
院
」『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
図
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
。
（
（
）  た
と
え
ば
、「
中
国
で
は
通
信
の
た
め
の
駅
は
駅
馬
に
よ
り
、
旅
行
者
の
た
め
の
伝
は
伝
車
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
た
が
、
道
路
と
駅
亭
は
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
」（
木
下
良
「
駅
伝
制
に
つ
い
て
」『
事
典
日
本
古
代
の
道
と
駅
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
と
あ
る
。
（
（
）  王
冀
青
「
唐
前
期
西
北
地
区
用
于
交
通
的
駅
馬
、
伝
馬
和
長
行
馬
―
敦
煌
、
吐
魯
番
発
現
的
館
駅
文
書
考
察
之
二
―
」『
敦
煌
学
輯
刊
』
一
九
八
六
―
二
、一
九
八
六
年
。
（
（
）  荒
川
正
晴
「
唐
代
駅
伝
制
度
の
構
造
と
そ
の
運
用
（
Ⅰ
〜
Ⅴ
）」
『
吐
魯
番
出
土
文
物
研
究
会
会
報
』
七
九
〜
八
三
、一
九
九
二
年
。
（
（
）  荒
川
正
晴
「
唐
朝
の
交
通
シ
ス
テ
ム
」『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
〇
、二
〇
〇
〇
年
。 
（
（
）  黄
正
建
「
唐
代
的“
傅”
与“
逓”
」『
中
国
史
研
究
』 
一
九
九
四
―
四
、一
九
九
四
年
。
（
9
）  宋
家
鈺
「
唐
開
元
厩
牧
令
的
復
原
研
究
」
天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
証
『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証 
附
唐
令
復
原
研
究
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
。
（
10
）  戴
建
国
「
天
一
閣
蔵
明
抄
本
「
官
品
令
」
考
」『
歴
史
研
究
』
一
九
九
九
―
三
、
の
ち
『
宋
代
法
制
初
探
』
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
に
収
録
。
（
11
）  天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
証
『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証 
附
唐
令
復
原
研
究
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
。 
（
12
）  仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
三
年
、
の
ち
東
京
大
学
出
版
会
よ
り
一
九
六
四
年
に
覆
刻
、
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。
（
1（
）  唐
代
の
監
牧
、
馬
政
に
つ
い
て
は
、
横
山
貞
裕
「
唐
代
の
馬
政
」『
国
士
舘
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
三
、一
九
七
一
年
、
山
下
将
司
「
唐
の
監
牧
制
と
中
国
在
住
ソ
グ
ド
人
の
牧
馬
」『
東
洋
史
研
究
』
六
六
―
四
、二
〇
〇
七
年
、
林
美
希
「
唐
前
半
期
の
厩
馬
と
馬
印
―
馬
の
中
央
上
納
シ
ス
テ
ム
―
」『
東
方
学
』
一
二
七
、二
〇
一
四
年
を
参
照
。
（
1（
）  唐
代
の
馬
印
に
つ
い
て
は
林
美
希
前
掲
註
（
1（
）
論
文
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
（
1（
）  本
稿
で
使
用
す
る
天
聖
令
の
条
文
は
前
掲
註
（
11
）『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証 
附
唐
令
復
原
研
究
』
収
載
の
「
唐
開
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元
厩
牧
令
復
原
清
本
」
お
よ
び
宋
家
鈺
前
掲
註
（
９
）
論
文
に
拠
っ
た
が
、
本
条
は
『
唐
会
要
』
巻
七
十
二
、
諸
監
馬
印
を
参
照
し
て
、
読
点
の
位
置
を
変
更
し
た
。
（
1（
）  『
天
聖
令
校
証
』
厩
牧
令
不
行
唐
令
二
十
条
「
諸
府
内
、
皆
量
付
二
官
馬
一
令
レ
養
。
其
馬
主
、
委
二
折
衝
果
毅
等
一
、
於
二
当
府
衛
士
及
弩
手
内
一
、
簡
二
家
富
堪
レ
養
者
一
充
、
免
二
其
番
上
鎮
防
及
雑
役
一
。
若
従
二
征
軍
還
一
、
不
レ
得
レ
留
レ
防
」。
速
水
大
「
天
聖
厩
牧
令
よ
り
見
た
折
衝
府
の
馬
の
管
理
」『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
一
五
、二
〇
一
〇
年
。
（
1（
）  横
山
貞
裕
前
掲
註
（
1（
）
論
文
。
（
1（
）  『
天
聖
令
校
証
』
賦
役
令
復
原
唐
令
十
五
条
。
（
19
）  市
大
樹
「
日
本
古
代
伝
馬
制
度
の
法
的
特
徴
と
運
用
実
態
―
日
唐
比
較
を
手
が
か
り
に
―
」『
日
本
史
研
究
』
五
四
四
、二
〇
〇
七
年
、
中
大
輔
「
北
宋
天
聖
令
か
ら
み
る
唐
の
駅
伝
制
」
鈴
木
靖
民
・
荒
井
秀
規
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
道
路
と
交
通
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
。
（
20
）  青
山
定
雄
前
掲
註
（
３
）
論
文
で
は
、
伝
馬
も
駅
に
配
備
さ
れ
て
い
た
と
す
る
が
、
駅
は
伝
送
馬
に
乗
る
使
者
に
供
給
を
お
こ
な
う
だ
け
で
、
配
備
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
王
冀
青
前
掲
註
（
５
）
論
文
で
は
、
沙
州
の
「
伝
馬
坊
」
の
よ
う
な
馬
坊
が
唐
全
土
に
あ
っ
た
と
す
る
が
、
荒
川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
史
料
上
確
認
で
き
な
い
。
荒
川
正
晴
「
唐
代
公
用
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
造
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
交
通
・
交
易
と
唐
帝
国
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。
（
21
）  永
田
英
明
「
唐
日
伝
馬
制
小
考
」
鈴
木
靖
民
・
荒
井
秀
規
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
道
路
と
交
通
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
。
（
22
）  『
唐
六
典
』
巻
三
十　
三
府
督
護
州
県
官
吏
。
（
2（
）  大
津
透
「
唐
日
律
令
地
方
財
政
管
見
―
館
駅
・
駅
伝
制
を
て
が
か
り
に
―
」
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
の
ち
『
日
唐
律
令
制
の
財
政
構
造
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
に
収
録
。
（
2（
）  中
大
輔
前
掲
註
（
19
）
論
文
。
（
2（
）  曾
我
部
静
雄
「
宋
代
の
駅
伝
郵
鋪
」
桑
原
博
士
還
暦
記
念
祝
賀
会
編
『
東
洋
史
論
叢
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
一
年
、
の
ち
『
宋
代
政
経
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
青
山
定
雄
「
宋
代
の
郵
鋪
」『
東
方
学
報
』
六
、一
九
三
六
年
、
の
ち
「
宋
代
に
お
け
る
逓
鋪
の
発
達
」『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
図
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
三
年
、曹
家
斉
『
宋
代
交
通
管
理
制
度
研
究
』
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。
（
2（
）  市
大
樹
前
掲
註
（
19
）
論
文
。
（
2（
）  宋
家
鈺
「
唐
《
厩
牧
令
》
駅
伝
条
文
的
復
原
及
与
日
本
《
令
》、
《
式
》
的
比
較
」『
唐
研
究
』
一
四
、二
〇
〇
八
年
。
（
2（
）  侯
振
兵
「
唐
《
厩
牧
令
》
復
原
研
究
的
再
検
討
」『
唐
史
論
叢
』
二
〇
、二
〇
一
四
年
。
（
29
）  宋
氏
が
二
条
に
分
け
た
根
拠
で
あ
る
公
使
乗
駅
条
の
存
在
を
考
え
る
と
、
一
条
に
す
る
必
要
が
あ
る
か
判
断
に
迷
う
と
こ
2（　　唐代厩牧令の復原からみる唐代の交通体系　　河野
ろ
で
あ
る
。
駅
使
に
つ
い
て
の
規
定
は
駅
使
へ
の
支
給
規
定
を
収
め
る
公
式
令
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
復
原
で
き
な
い
た
め
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。
（
（0
）  『
新
唐
書
』
百
官
志
一　
礼
部
。
（
（1
）  『
唐
会
要
』
巻
六
十
一　
御
史
台　
中　
館
駅
使
。
（
（2
）  宋
氏
も
同
様
の
推
論
を
し
て
い
る
。
宋
家
鈺
前
掲
註
（
2（
）
論
文
。
（
（（
）  同
条
は
宋
氏
も
侯
氏
も
復
原
し
て
い
な
い
。
（
（（
）  『
唐
六
典
』
巻
五　
尚
書
兵
部　
駕
部
郎
中
。
（
（（
）  『
令
義
解
』
厩
牧
令　
水
駅
条
。
（
（（
）  宋
家
鈺
前
掲
註
（
9
）
論
文
。
（
（（
）  宋
家
鈺
前
掲
註
（
9
）
論
文
。
（
（（
）  荒
川
正
晴
前
掲
註
（
（
）
論
文
。 
（
（9
）  フ
ァ
ム
・
レ
・
フ
イ
「
賦
役
令
車
牛
人
力
条
か
ら
み
た
逓
送
制
度
」『
日
本
歴
史
』
七
三
六
、二
〇
〇
九
年
。
（
（0
）  荒
川
正
晴
前
掲
註
（
（
）
論
文
。
（
（1
）  黄
正
建
（
翻
訳　
山
口
正
晃
）「
天
聖
令
に
お
け
る
律
令
格
式
勅
」
大
津
透
編
『
日
唐
律
令
比
較
研
究
の
新
段
階
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
中
大
輔
前
掲
註
（
19
）
論
文
。
（
（2
）  ま
た
は
官
馬
が
用
い
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。『
天
聖
令
校
証
』
厩
牧
令
復
原
四
十
五
条
で
は
伝
送
馬
・
驢
と
官
馬
と
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
官
馬
も
出
使
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）  荒
川
正
晴
前
掲
註
（
20
）
論
文
。
（
（（
）  宋
家
鈺
前
掲
註
（
9
）・（
2（
）
論
文
、
侯
振
兵
前
掲
註
（
2（
）
論
文
。
（
（（
）  中
大
輔
前
掲
註
（
19
）
論
文
、永
田
英
明
前
掲
註
（
1
）
論
文
。
（
（（
）  本
稿
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
№
（2
は
唐
令
に
復
原
で
き
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
一
応
駅
制
に
関
す
る
条
文
で
あ
る
。
№
（（
は
伝
送
制
に
関
す
る
条
文
で
あ
る
が
、
当
初
の
唐
令
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
追
加
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
伝
送
馬
の
利
用
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。
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表
1　
唐
・
宋
・
日
本
厩
牧
令
条
文
対
照
表
宋
氏
復
原
天
聖
令
天
聖
令
条
文
名
宋
氏
分
類
唐
令
拾
遺
拾
遺
補
養
老
令
養
老
令
条
文
名
内
容
1
復
1
宋
1
繫
飼
象
馬
給
兵
牧
子
条
A
1
補
訂
1
厩
細
馬
条
官
畜
飼
育
の
人
員
規
定
2
復
2
宋
2
繫
飼
象
馬
給
乾
藁
条
A
2
補
訂
官
畜
へ
の
藁
支
給
量
3
復
3
宋
3
繫
飼
給
豆
塩
薬
条
A
3
官
畜
へ
の
豆
・
塩
・
薬
支
給
量
4
※
2
馬
戸
分
番
条
（
馬
戸
の
番
役
と
調
草
輸
進
の
規
定
）
5
復
4
宋
4
繫
飼
官
畜
請
草
豆
条
A
草
・
豆
の
支
給
・
管
理
規
定
6
復
5
宋
5
官
畜
請
脂
薬
条
A
※
3
官
畜
条
薬
類
の
支
給
規
定
7
復
6
唐
1
馬
牛
成
群
条
B
4
補
訂
5
牧
毎
牧
条
牧
の
構
成
と
牧
子
の
人
員
8
復
7
唐
2
諸
牧
置
長
条
B
※
4
牧
馬
帳
条
牧
の
職
員
と
任
用
規
定
9
復
8
唐
3
給
獣
医
条
B
獣
医
と
牧
戸
の
任
用
規
定
10
復
9
唐
4
雑
畜
飼
乾
青
時
日
条
B
＊
訂
補
乾
草
と
青
草
の
切
り
替
え
時
期
に
つ
い
て
11
復
10
唐
5
駒
犢
三
歳
別
群
条
B
5甲
補
訂
駒
・
犢
の
群
を
分
け
る
年
令
に
つ
い
て
12
復
11
唐
6
遊
牝
責
課
条
B
5乙
補
訂
6A
牧
牝
馬
条
Ａ
牧
の
馬
・
牛
・
羊
の
遊
牝
と
責
課
の
年
令
13
復
12
宋
6
牝
牡
同
群
遊
牝
条
B
牧
の
飼
育
形
態
に
つ
い
て
14
復
13
唐
7
年
課
駒
犢
条
B
6B
牧
牝
馬
条
Ｂ
牧
で
の
責
課
数
規
定
15
復
14
唐
8
毎
剰
駒
犢
条
B
6
補
訂
7
毎
乗
駒
条
責
課
数
を
超
え
た
場
合
の
褒
賞
規
定
16
復
15
唐
9
雑
畜
死
耗
条
B
7
補
訂
8
死
耗
条
年
間
の
減
少
許
容
数
に
つ
い
て
17
復
16
唐
10
失
雑
逐
条
B
8
9
失
馬
牛
条
官
畜
を
亡
失
及
び
不
当
に
死
損
さ
せ
た
際
の
課
徴
18
復
17
唐
11
馬
牛
印
字
条
C
9
補
訂
10
駒
犢
条
牧
で
の
焼
印
の
種
類
と
箇
所
19
復
18
唐
12
諸
府
官
馬
印
字
条
C
諸
府
官
馬
の
焼
印
と
箇
所
20
復
19
唐
13
駅
監
鎮
戍
馬
牛
印
字
条
C
駅
・
伝
送
・
鎮
戍
な
ど
の
馬
牛
の
焼
印
と
箇
所
21
復
20
唐
14
印
在
省
府
条
C
焼
印
の
管
理
規
定
22
復
21
唐
15
在
牧
駒
犢
対
印
条
C
焼
印
の
時
期
と
登
録
帳
簿
作
成
に
つ
い
て
23
復
22
宋
7
牧
羊
供
祭
勿
印
条
C
祭
祀
に
供
す
る
羊
に
は
焼
印
し
な
い
規
定
24
復
23
［
補
］
尚
乗
毎
配
習
馭
調
馬
条
16
補
訂
尚
乗
局
・
東
宮
の
調
習
馬
規
定
25
復
24
［
補
］
諸
牧
監
使
毎
年
簡
細
馬
進
条
隴
右
牧
、
祥
麟
・
鳳
苑
厩
の
進
上
す
る
馬
に
つ
い
て
26
復
25
唐
16
官
戸
奴
充
牧
子
放
免
条
D
10年
間
、
牧
で
働
い
た
官
戸
奴
を
良
と
す
る
規
定
27
復
26
唐
17
牧
側
人
入
牧
地
条
D
牧
地
で
の
採
斫
の
許
可
規
定
28
復
27
唐
18
諸
牧
置
監
条
D
牧
の
名
称
や
規
模
に
つ
い
て
29
復
28
唐
19
須
猟
師
条
D
害
獣
の
駆
除
に
つ
い
て
30
復
29
宋
8
牧
地
焼
草
条
D
※
11
牧
地
条
牧
地
の
火
入
規
定
31
※
12
須
焼
印
条
焼
印
の
際
の
人
員
の
調
達
方
法
32
復
30
唐
20
衛
士
家
養
官
馬
条
D
※
13
牧
馬
応
堪
条
諸
府
の
官
馬
を
馬
主
に
付
し
て
飼
養
す
る
際
の
規
定
33
復
31
唐
32
置
駅
条
E
10
補
訂
14
須
置
駅
条
駅
の
設
置
場
所
34
復
32
唐
33
置
駅
長
駅
馬
条
E
11
15A
駅
各
置
長
条
A
駅
長
の
任
用
・
駅
馬
の
設
置
数
35
12
15B
駅
各
置
長
条
B
（
駅
馬
の
死
に
際
し
て
駅
長
が
陪
填
す
る
こ
と
）
36
13
16A
置
駅
馬
条
A
（
駅
馬
の
設
置
数
）
37
復
33
唐
34
駅
馬
給
丁
条
E
駅
丁
の
設
置
38
復
34
唐
21
駅
馬
伝
送
馬
驢
取
官
馬
馬
主
養
馬
条
E
16B
置
駅
馬
条
B
官
馬
を
駅
馬
・
伝
送
馬
に
充
て
る
こ
と
と
伝
送
馬
の
飼
養
規
定
39
復
35
宋
11
水
路
給
船
条
〔
水
駅
条
〕
E
14
17
水
駅
条
水
路
で
の
給
船
〔
水
駅
の
設
置
〕
40
復
36
宋
15
諸
駅
受
糧
藁
条
〔
駅
受
糧
藁
条
〕
E
駅
に
糧
藁
を
支
給
す
る
際
の
規
定
41
復
37
宋
12
乗
逓
不
得
騰
過
条
〔
駅
不
得
騰
過
条
〕
E
※
18
乗
駅
条
逓
馬
の
乗
り
越
し
禁
止
規
定
〔
駅
馬
の
乗
り
越
し
禁
止
規
定
〕
42
復
38
唐
22
官
馬
伝
送
馬
驢
死
闕
備
替
条
E
17
19
軍
団
官
馬
条
官
馬
・
伝
送
馬
驢
の
調
習
・
補
充
規
定
43
復
39
唐
35
伝
送
馬
差
給
条
E
伝
送
馬
の
利
用
範
囲
44
復
40
唐
23
官
馬
伝
送
馬
驢
老
病
貨
売
条
E
18
補
訂
20
駅
伝
馬
条
乗
用
に
堪
え
な
い
官
馬
・
伝
送
馬
驢
の
検
簡
規
定
45
復
41
宋
9（
前
半
）
出
使
給
馬
等
第
条
〔
給
伝
送
馬
条
〕
E
15
公
式
42
給
駅
伝
馬
条
逓
馬
の
支
給
数
〔
伝
送
馬
の
支
給
数
〕
（
駅
馬
の
支
給
数
は
公
式
令
）
46
復
42
宋
9（
後
半
）
出
使
無
馬
私
馬
充
条
E
※
21
公
使
乗
駅
条
逓
馬
の
不
足
時
の
対
応
〔
伝
送
馬
の
不
足
時
に
は
私
馬
を
充
て
る
〕
47
復
43
唐
24
諸
府
官
馬
検
校
条
E
官
馬
の
検
校
規
定
48
復
44
唐
25
官
馬
伝
送
馬
従
軍
行
条
E
官
馬
・
伝
送
馬
の
従
軍
規
定
49
復
45
唐
26
官
人
乗
伝
馬
供
給
条
E
※
22
乗
伝
馬
条
伝
送
馬
驢
・
官
馬
利
用
者
へ
の
供
給
に
つ
い
て
50
復
46
唐
27
州
県
伝
馬
承
直
給
地
条
E
伝
送
馬
の
分
番
と
給
地
規
定
51
復
47
宋
10
官
私
闌
馬
駝
等
条
F
19
23
国
郡
条
闌
畜
の
取
扱
と
売
却
に
つ
い
て
52
復
48
唐
28
贓
馬
雑
畜
条
F
20
24
闌
遣
物
条
贓
畜
の
管
轄
と
処
置
に
つ
い
て
53
復
49
唐
29
官
畜
私
馬
帳
条
F
※
25
官
私
馬
牛
条
官
私
の
馬
帳
の
進
上
規
定
54
復
50
唐
30
私
馬
申
牒
造
印
条
F
私
馬
印
の
規
定
55
復
51
唐
31
官
馬
騾
駝
牛
死
収
筋
脳
条
F
※
26
官
馬
牛
条
死
損
し
た
官
畜
の
利
用
規
定
56
復
52
宋
13
因
公
使
乗
官
私
馬
致
死
条
F
21
27
因
公
事
条
公
用
で
官
私
の
馬
牛
を
死
損
し
た
際
の
規
定
57
22
削
除
58
復
53
宋
14 
官
畜
在
道
羸
病
条
F
23
28
官
畜
条
官
畜
が
道
中
で
疲
弊
し
た
際
の
規
定
※
条
文
名
は
宋
家
鈺
氏
の
復
原
研
究
〔
宋
家
鈺
前
掲
註
（
9）・（
27）
論
文
〕
を
参
照
し
た
が
、
一
部
変
更
し
た
。
※
宋
令
条
文
名
の
〔
 
〕
内
は
唐
令
復
原
の
際
の
条
文
名
。
※
網
掛
部
分
は
宋
家
鈺
氏
に
よ
り
排
列
が
変
更
さ
れ
た
交
通
関
係
の
部
分
で
あ
る
〔
宋
家
鈺
前
掲
注
（
27）
論
文
〕
。
 
「
駅
伝
類
」
＝
E、
「
闌
畜
、
贓
畜
、
死
病
処
理
与
官
私
畜
帳
類
」
＝
F。
※
『
唐
令
拾
遺
補
』
項
の
「
＊
訂
補
」
は
、
池
田
温
「
唐
令
と
日
本
令
（
二
）
『
唐
令
拾
遺
補
』
の
訂
補
」
（
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
11、
1999年
）
を
参
照
。
表
１
 
唐
・
宋
・
日
本
厩
牧
令
条
文
対
照
表
※
宋
氏
分
類
の
項
目
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
諸
畜
給
丁
飼
養
類
」
＝
A、
「
諸
畜
管
理
責
課
類
」
＝
B、
「
諸
畜
印
字
類
」
＝
C、
「
諸
牧
置
監
与
牧
地
管
理
類
」
＝
D
、
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宋
氏
復
原
天
聖
令
天
聖
令
条
文
名
宋
氏
分
類
唐
令
拾
遺
拾
遺
補
養
老
令
養
老
令
条
文
名
内
容
1
復
1
宋
1
繫
飼
象
馬
給
兵
牧
子
条
A
1
補
訂
1
厩
細
馬
条
官
畜
飼
育
の
人
員
規
定
2
復
2
宋
2
繫
飼
象
馬
給
乾
藁
条
A
2
補
訂
官
畜
へ
の
藁
支
給
量
3
復
3
宋
3
繫
飼
給
豆
塩
薬
条
A
3
官
畜
へ
の
豆
・
塩
・
薬
支
給
量
4
※
2
馬
戸
分
番
条
（
馬
戸
の
番
役
と
調
草
輸
進
の
規
定
）
5
復
4
宋
4
繫
飼
官
畜
請
草
豆
条
A
草
・
豆
の
支
給
・
管
理
規
定
6
復
5
宋
5
官
畜
請
脂
薬
条
A
※
3
官
畜
条
薬
類
の
支
給
規
定
7
復
6
唐
1
馬
牛
成
群
条
B
4
補
訂
5
牧
毎
牧
条
牧
の
構
成
と
牧
子
の
人
員
8
復
7
唐
2
諸
牧
置
長
条
B
※
4
牧
馬
帳
条
牧
の
職
員
と
任
用
規
定
9
復
8
唐
3
給
獣
医
条
B
獣
医
と
牧
戸
の
任
用
規
定
10
復
9
唐
4
雑
畜
飼
乾
青
時
日
条
B
＊
訂
補
乾
草
と
青
草
の
切
り
替
え
時
期
に
つ
い
て
11
復
10
唐
5
駒
犢
三
歳
別
群
条
B
5甲
補
訂
駒
・
犢
の
群
を
分
け
る
年
令
に
つ
い
て
12
復
11
唐
6
遊
牝
責
課
条
B
5乙
補
訂
6A
牧
牝
馬
条
Ａ
牧
の
馬
・
牛
・
羊
の
遊
牝
と
責
課
の
年
令
13
復
12
宋
6
牝
牡
同
群
遊
牝
条
B
牧
の
飼
育
形
態
に
つ
い
て
14
復
13
唐
7
年
課
駒
犢
条
B
6B
牧
牝
馬
条
Ｂ
牧
で
の
責
課
数
規
定
15
復
14
唐
8
毎
剰
駒
犢
条
B
6
補
訂
7
毎
乗
駒
条
責
課
数
を
超
え
た
場
合
の
褒
賞
規
定
16
復
15
唐
9
雑
畜
死
耗
条
B
7
補
訂
8
死
耗
条
年
間
の
減
少
許
容
数
に
つ
い
て
17
復
16
唐
10
失
雑
逐
条
B
8
9
失
馬
牛
条
官
畜
を
亡
失
及
び
不
当
に
死
損
さ
せ
た
際
の
課
徴
18
復
17
唐
11
馬
牛
印
字
条
C
9
補
訂
10
駒
犢
条
牧
で
の
焼
印
の
種
類
と
箇
所
19
復
18
唐
12
諸
府
官
馬
印
字
条
C
諸
府
官
馬
の
焼
印
と
箇
所
20
復
19
唐
13
駅
監
鎮
戍
馬
牛
印
字
条
C
駅
・
伝
送
・
鎮
戍
な
ど
の
馬
牛
の
焼
印
と
箇
所
21
復
20
唐
14
印
在
省
府
条
C
焼
印
の
管
理
規
定
22
復
21
唐
15
在
牧
駒
犢
対
印
条
C
焼
印
の
時
期
と
登
録
帳
簿
作
成
に
つ
い
て
23
復
22
宋
7
牧
羊
供
祭
勿
印
条
C
祭
祀
に
供
す
る
羊
に
は
焼
印
し
な
い
規
定
24
復
23
［
補
］
尚
乗
毎
配
習
馭
調
馬
条
16
補
訂
尚
乗
局
・
東
宮
の
調
習
馬
規
定
25
復
24
［
補
］
諸
牧
監
使
毎
年
簡
細
馬
進
条
隴
右
牧
、
祥
麟
・
鳳
苑
厩
の
進
上
す
る
馬
に
つ
い
て
26
復
25
唐
16
官
戸
奴
充
牧
子
放
免
条
D
10年
間
、
牧
で
働
い
た
官
戸
奴
を
良
と
す
る
規
定
27
復
26
唐
17
牧
側
人
入
牧
地
条
D
牧
地
で
の
採
斫
の
許
可
規
定
28
復
27
唐
18
諸
牧
置
監
条
D
牧
の
名
称
や
規
模
に
つ
い
て
29
復
28
唐
19
須
猟
師
条
D
害
獣
の
駆
除
に
つ
い
て
30
復
29
宋
8
牧
地
焼
草
条
D
※
11
牧
地
条
牧
地
の
火
入
規
定
31
※
12
須
焼
印
条
焼
印
の
際
の
人
員
の
調
達
方
法
32
復
30
唐
20
衛
士
家
養
官
馬
条
D
※
13
牧
馬
応
堪
条
諸
府
の
官
馬
を
馬
主
に
付
し
て
飼
養
す
る
際
の
規
定
33
復
31
唐
32
置
駅
条
E
10
補
訂
14
須
置
駅
条
駅
の
設
置
場
所
34
復
32
唐
33
置
駅
長
駅
馬
条
E
11
15A
駅
各
置
長
条
A
駅
長
の
任
用
・
駅
馬
の
設
置
数
35
12
15B
駅
各
置
長
条
B
（
駅
馬
の
死
に
際
し
て
駅
長
が
陪
填
す
る
こ
と
）
36
13
16A
置
駅
馬
条
A
（
駅
馬
の
設
置
数
）
37
復
33
唐
34
駅
馬
給
丁
条
E
駅
丁
の
設
置
38
復
34
唐
21
駅
馬
伝
送
馬
驢
取
官
馬
馬
主
養
馬
条
E
16B
置
駅
馬
条
B
官
馬
を
駅
馬
・
伝
送
馬
に
充
て
る
こ
と
と
伝
送
馬
の
飼
養
規
定
39
復
35
宋
11
水
路
給
船
条
〔
水
駅
条
〕
E
14
17
水
駅
条
水
路
で
の
給
船
〔
水
駅
の
設
置
〕
40
復
36
宋
15
諸
駅
受
糧
藁
条
〔
駅
受
糧
藁
条
〕
E
駅
に
糧
藁
を
支
給
す
る
際
の
規
定
41
復
37
宋
12
乗
逓
不
得
騰
過
条
〔
駅
不
得
騰
過
条
〕
E
※
18
乗
駅
条
逓
馬
の
乗
り
越
し
禁
止
規
定
〔
駅
馬
の
乗
り
越
し
禁
止
規
定
〕
42
復
38
唐
22
官
馬
伝
送
馬
驢
死
闕
備
替
条
E
17
19
軍
団
官
馬
条
官
馬
・
伝
送
馬
驢
の
調
習
・
補
充
規
定
43
復
39
唐
35
伝
送
馬
差
給
条
E
伝
送
馬
の
利
用
範
囲
44
復
40
唐
23
官
馬
伝
送
馬
驢
老
病
貨
売
条
E
18
補
訂
20
駅
伝
馬
条
乗
用
に
堪
え
な
い
官
馬
・
伝
送
馬
驢
の
検
簡
規
定
45
復
41
宋
9（
前
半
）
出
使
給
馬
等
第
条
〔
給
伝
送
馬
条
〕
E
15
公
式
42
給
駅
伝
馬
条
逓
馬
の
支
給
数
〔
伝
送
馬
の
支
給
数
〕
（
駅
馬
の
支
給
数
は
公
式
令
）
46
復
42
宋
9（
後
半
）
出
使
無
馬
私
馬
充
条
E
※
21
公
使
乗
駅
条
逓
馬
の
不
足
時
の
対
応
〔
伝
送
馬
の
不
足
時
に
は
私
馬
を
充
て
る
〕
47
復
43
唐
24
諸
府
官
馬
検
校
条
E
官
馬
の
検
校
規
定
48
復
44
唐
25
官
馬
伝
送
馬
従
軍
行
条
E
官
馬
・
伝
送
馬
の
従
軍
規
定
49
復
45
唐
26
官
人
乗
伝
馬
供
給
条
E
※
22
乗
伝
馬
条
伝
送
馬
驢
・
官
馬
利
用
者
へ
の
供
給
に
つ
い
て
50
復
46
唐
27
州
県
伝
馬
承
直
給
地
条
E
伝
送
馬
の
分
番
と
給
地
規
定
51
復
47
宋
10
官
私
闌
馬
駝
等
条
F
19
23
国
郡
条
闌
畜
の
取
扱
と
売
却
に
つ
い
て
52
復
48
唐
28
贓
馬
雑
畜
条
F
20
24
闌
遣
物
条
贓
畜
の
管
轄
と
処
置
に
つ
い
て
53
復
49
唐
29
官
畜
私
馬
帳
条
F
※
25
官
私
馬
牛
条
官
私
の
馬
帳
の
進
上
規
定
54
復
50
唐
30
私
馬
申
牒
造
印
条
F
私
馬
印
の
規
定
55
復
51
唐
31
官
馬
騾
駝
牛
死
収
筋
脳
条
F
※
26
官
馬
牛
条
死
損
し
た
官
畜
の
利
用
規
定
56
復
52
宋
13
因
公
使
乗
官
私
馬
致
死
条
F
21
27
因
公
事
条
公
用
で
官
私
の
馬
牛
を
死
損
し
た
際
の
規
定
57
22
削
除
58
復
53
宋
14 
官
畜
在
道
羸
病
条
F
23
28
官
畜
条
官
畜
が
道
中
で
疲
弊
し
た
際
の
規
定
※
条
文
名
は
宋
家
鈺
氏
の
復
原
研
究
〔
宋
家
鈺
前
掲
註
（
9）・（
27）
論
文
〕
を
参
照
し
た
が
、
一
部
変
更
し
た
。
※
宋
令
条
文
名
の
〔
 
〕
内
は
唐
令
復
原
の
際
の
条
文
名
。
※
網
掛
部
分
は
宋
家
鈺
氏
に
よ
り
排
列
が
変
更
さ
れ
た
交
通
関
係
の
部
分
で
あ
る
〔
宋
家
鈺
前
掲
注
（
27）
論
文
〕
。
 
「
駅
伝
類
」
＝
E、
「
闌
畜
、
贓
畜
、
死
病
処
理
与
官
私
畜
帳
類
」
＝
F。
※
『
唐
令
拾
遺
補
』
項
の
「
＊
訂
補
」
は
、
池
田
温
「
唐
令
と
日
本
令
（
二
）
『
唐
令
拾
遺
補
』
の
訂
補
」
（
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
11、
1999年
）
を
参
照
。
表
１
 
唐
・
宋
・
日
本
厩
牧
令
条
文
対
照
表
※
宋
氏
分
類
の
項
目
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
諸
畜
給
丁
飼
養
類
」
＝
A、
「
諸
畜
管
理
責
課
類
」
＝
B、
「
諸
畜
印
字
類
」
＝
C、
「
諸
牧
置
監
与
牧
地
管
理
類
」
＝
D
、
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表
2　
復
原
唐
厩
牧
令
排
列
案
容
内
の
令
唐
名
文
条
令
老
養
令
老
養
補
遺
拾
遺
拾
令
唐
類
分
氏
宋
名
文
条
令
復
原
唐
令
聖
天
類
分
.o
N
定
規
員
人
の
育
飼
畜
官
条
馬
細
厩
1
訂
補
1
A
条
子
牧
兵
給
馬
象
飼
繫
1
宋
1
藁
支
給
量
の
へ
畜
官
訂
補
2
A
条
藁
乾
給
馬
象
飼
繫
2
宋
2
量
給
支
薬
・
塩
・
豆
の
へ
畜
官
3
A
条
薬
塩
豆
給
飼
繫
3
宋
3
定
規
理
管
・
給
支
の
豆
・
草
A
条
豆
草
請
畜
官
飼
繫
4
宋
4
定
規
給
支
の
薬
類
条
畜
官
3
※
A
条
薬
脂
請
畜
官
5
宋
5
員
人
の
子
牧
と
成
構
の
牧
条
牧
毎
牧
5
訂
補
4
B
条
群
成
牛
馬
1
唐
6
定
規
用
任
と
員
職
の
牧
条
帳
馬
牧
4
※
B
条
長
置
牧
諸
2
唐
7
獣
医
と
牧
戸
の
任
用
規
定
B
条
医
獣
給
3
唐
8
て
い
つ
に
期
時
え
替
り
切
の
草
青
と
草
乾
補
訂
＊
B
条
日
時
青
乾
飼
畜
雑
4
唐
9
て
い
つ
に
令
年
る
け
分
を
群
の
犢
・
駒
訂
補
甲5
B
条
群
別
歳
三
犢
駒
5
唐
01
令
年
の
課
責
と
牝
遊
の
羊
牛
・
馬
・
の
牧
条
馬
牝
牧
6
訂
補
乙5
B
条
課
責
牝
遊
6
唐
11
牧
の
飼
育
形
態
に
つ
い
て
B
条
牝
遊
群
同
牡
牝
6
宋
21
定
規
責
課
数
の
で
牧
Ⅱ
条
馬
牝
牧
B6
B
条
犢
駒
課
年
7
唐
31
定
規
賞
褒
の
合
場
た
え
超
を
数
課
責
条
駒
乗
毎
7
訂
補
6
B
条
犢
駒
剰
毎
8
唐
41
て
い
つ
に
数
容
許
少
減
の
間
年
条
耗
死
8
訂
補
7
B
条
耗
死
畜
雑
9
唐
51
課
徴
の
際
た
せ
さ
損
死
に
当
不
び
及
失
亡
を
畜
官
条
牛
馬
失
9
8
B
条
逐
雑
失
01
唐
61
所
箇
と
類
種
の
印
焼
の
で
牧
条
犢
駒
01
訂
補
9
C
条
字
印
牛
馬
11
唐
71
所
箇
と
印
焼
の
馬
官
府
諸
C
条
字
印
馬
官
府
諸
21
唐
81
所
箇
と
印
焼
の
牛
馬
の
駅
・
伝
送
・
鎮
戍
な
ど
C
条
字
印
牛
馬
戍
鎮
監
駅
31
唐
91
定
規
理
管
の
印
焼
C
条
府
省
在
印
41
唐
02
て
い
つ
に
成
作
簿
帳
録
登
と
期
時
の
印
焼
C
条
印
対
犢
駒
牧
在
51
唐
12
定
規
い
な
し
印
焼
は
に
羊
る
す
供
に
祀
祭
C
条
印
勿
祭
供
羊
牧
7
宋
22
定
規
馬
習
調
の
宮
東
・
局
乗
尚
訂
補
61
条
馬
調
馭
習
配
毎
乗
尚
］
補
［
3224
［
補
］
諸
牧
監
使
毎
年
簡
細
馬
進
条
隴
右
牧
、
祥
麟
・
鳳
苑
厩
の
進
上
す
る
馬
に
つ
い
て
定
規
る
す
と
良
を
奴
戸
官
た
い
働
で
牧
、
間
年0
1
D
条
免
放
子
牧
充
奴
戸
官
61
唐
52
定
規
可
許
の
斫
採
の
で
地
牧
D
条
地
牧
入
人
側
牧
71
唐
62
て
い
つ
に
模
規
の
名
称
や
牧
D
条
監
置
牧
諸
81
唐
72
害
獣
の
駆
除
に
つ
い
て
D
条
師
猟
須
91
唐
82
定
規
の
火
入
地
牧
条
地
牧
11
※
D
条
草
焼
地
牧
8
宋
92
定
規
の
際
る
す
養
飼
て
し
付
を
馬
主
に
馬
官
の
府
諸
条
堪
応
馬
牧
31
※
D
条
馬
官
養
家
士
衛
02
唐
03
定
規
養
飼
馬
の
送
伝
と
と
こ
る
て
充
に
馬
送
伝
・
馬
駅
を
馬
官
B
条
馬
駅
置
B6
1
E
条
馬
官
取
驢
馬
送
伝
馬
駅
12
唐
13
調
習
・
補
充
規
定
の
驢
馬
送
伝
・
馬
官
条
馬
官
団
軍
91
71
E
条
替
備
闕
死
驢
馬
送
伝
馬
官
22
唐
23
の
検
簡
規
定
驢
馬
送
伝
・
馬
官
い
な
え
堪
に
用
乗
条
馬
伝
駅
02
訂
補
81
E
条
売
貨
病
老
驢
馬
送
伝
馬
官
32
唐
3334
宋
9（
前
半
）
  給
伝
送
馬
条
 
 
E
15
公
式
42
給
駅
伝
馬
条
伝
送
馬
の
支
給
数
（
駅
馬
の
支
給
数
は
公
式
令
）
る
規
定
て
充
を
馬
私
は
に
時
足
不
の
馬
送
伝
条
駅
乗
使
公
12
※
E
条
充
馬
私
馬
無
使
出
）
半
後
（9
宋
53
定
規
校
検
の
馬
官
E
条
校
検
馬
官
府
諸
42
唐
63
定
規
軍
従
の
馬
送
伝
・
馬
官
E
条
行
軍
従
馬
送
伝
馬
官
52
唐
73
て
い
つ
に
給
供
の
へ
者
用
利
馬
官
・
驢
馬
送
伝
条
馬
伝
乗
22
※
E
条
給
供
馬
伝
乗
人
官
62
唐
83
伝
送
馬
の
分
番
と
給
地
規
定
E
条
地
給
直
承
馬
伝
県
州
72
唐
93
て
い
つ
に
却
売
と
扱
取
の
畜
闌
条
郡
国
32
91
F
条
等
駝
馬
闌
私
官
01
宋
04
て
い
つ
に
置
処
と
轄
管
の
畜
贓
条
物
遣
闌
42
02
F
条
畜
雑
馬
贓
82
唐
14
帳
の
進
上
規
定
馬
の
私
官
条
牛
馬
私
官
52
※
F
条
帳
馬
私
畜
官
92
唐
24
定
規
の
印
馬
私
F
条
印
造
牒
申
馬
私
03
唐
34
死
損
し
た
官
畜
の
利
用
規
定
条
牛
馬
官
62
※
F
条
脳
筋
収
死
牛
駝
騾
馬
官
13
唐
44
定
規
の
際
た
し
損
死
を
牛
馬
の
私
官
で
用
公
条
事
公
因
72
12
F
条
死
致
馬
私
官
乗
使
公
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